
本
町
で
は
、
地
球
環
境
問
題
の

改
善
に
率
先
し
て
取
り
組
み
、
環

境
負
荷
の
低
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
改
め
て

環
境
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く

き
っ
か
け
と
し
て
、
ま
ず
役
場
内

に
お
い
て
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
（
ア
イ
エ
ス

オ
ー
）
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

に
向
け
て
、
昨
年
か
ら
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
、
こ
れ

ま
で
運
用
し
て
き
た
環
境
に
や
さ

し
い
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、
７

月
24
日
に
外
部
審
査
機
関
の
判
定

委
員
会
で
認
証
登
録
が
決
定
し
ま

し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
は
、「
国
際
標
準
化
機

構
」
の
こ
と
で
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０

０
１
は
、
環
境
に
与
え
る
影
響
を

継
続
的
に
改
善
す
る
仕
組
み
（
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
の
国
際

規
格
で
、
庁
内
の
内
部
審
査
と
民

間
の
外
部
審
査
登
録
機
関
が
行
う

審
査
を
受
け
、
合
格
し
な
い
と
認

証
取
得
で
き
ま
せ
ん
。

対
象
の
認
証
施
設
は
、
本
庁
舎
、

第
二
庁
舎
、
分
庁
舎
の
３
施
設
で
す
。

町
長
は
、
環
境
負
荷
の
低
減
お

よ
び
保
全
に
向
け
た
取
組
方
針
を

環
境
方
針
と
し
て
定
め
、
そ
れ
に

基
づ
き
目
的
・
目
標
（
左
表
）
を

設
定
し
、
達
成
に
向
け
て
取
り
組

環境にやさしい取り組みを進めます

▲啓発に向けて、

本庁舎正面の外壁

に掲げられた懸垂

幕

�登録証を受け取

る真田町長

ん
で
行
き
ま
す
。
実
施
項
目
は
全

53
項
目
に
わ
た
り
ま
す
。

環
境
方
針
お
よ
び
、
全
実
施
項

目
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

今
後
も
毎
年
の
定
期
審
査
、
３

年
毎
の
更
新
審
査
で
、
計
画
ど
お

り
実
施
し
て
い
る
か
点
検
を
行

い
、
問
題
が
あ
れ
ば
見
直
す
な
ど
、

適
切
に
シ
ス
テ
ム
が
運
用
さ
れ
て

い
る
か
チ
ェ
ッ
ク
を
受
け
ま
す
。

町
と
し
て
も
引
き
続
き
環
境
に

や
さ
し
い
取
り
組
み
を
進
め
て
行

き
ま
す
の
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
、

環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
な
い
か

今
一
度
生
活
を
見
つ
め
直
し
、
環

境
に
や
さ
し
い
行
動
を
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
は
、
生
活
環
境
課

（
�
66
・
８
７
１
２
）
へ
。

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
」
と
は
？

具
体
的
な
取
り
組
み
内
容

今
後
の
取
り
組
み

主な環境負荷の低減目標と実績
（※は13年度比、その他は12年度比）

ＩＩＳＳＯＯ １１４４００００１１

１
　
猪
名
川
中
学
校
避
難
訓
練
・
初
期

消
火
訓
練

２
　
避
難
誘
導
訓
練

３
　
初
期
消
火
訓
練

４
　
救
出
救
助
訓
練

５
　
救
急
救
護
訓
練

６
　
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
復
旧
訓
練

７
　
救
援
物
資
輸
送
訓
練

８
　
同
時
多
発
火
災
消
火
訓
練

目　的
（ 1 5 年 度 低 減 目 標 ）

公用車の燃料使用量
（-６％）
電気の使用量（-３％）※

灯油の使用量（-５％）
ガスの使用量（-３％）
事務用紙使用量（- 1 0％）

消耗品・備品の使用量
（-10％）※
備品・消耗品の再生品使用
品目割合（1 5％）
水道使用量（-７％）

ゴミ（一般廃棄物）排出量
（- 1 5％）※
設計・積算段階における
環境への配慮
請負業者への環境配慮へ
の指導
投棄ゴミの監視・回収

イベント開催時の環境へ
の配慮
環 境 負 荷 ・ 低 減 へ の 普
及・啓発活動

学校での環境教育の推進

環境学習施設の整備・管
理による環境意識の高揚
下水道の整備及び水洗化
への切り替え
合併浄化槽設置への補助
水質検査の実施
代替エネルギーの利用促進

公共交通の利用

1 3年度
実 績

-13.6％

現 状
調 査

-24.5％

-33.1％

10.0％

現 状
調 査

現 状
調 査

-3.7％

現 状
調 査

調 査
検 討

調 査
検 討

実 施

実 施

実 施

実 施

実 施

2 5 , 4 7 6
人

７ 基
実 施

補助要
項策定

実 施

低公害車・小型車の導入、自転車・バイクの
利用促進、エコドライブの推進など
休憩時間の消灯、ノー残業デーの設定、室内
設定温度の管理、節電対応機種への変更など
室内設定温度の管理、フィルターの清掃
ガス器具の適正な使用
両面印刷・片面印刷の再利用の徹底、文書の
簡素化・濃縮化、文書の電子化
消耗品の一括購入・在庫管理の徹底、備品の
共有管理、封筒の再利用、写真のデジタル化
事務用紙・印刷用紙の再生紙の使用、グリー
ン商品・エコマーク商品購入の促進
トイレ洗面所での適正な水の使用、蛇口の節
水バルブの設置

分別の徹底、使用済み封筒・用紙の再利用、
ゴミ袋の配付制限、ゴミ箱数の削減
再生資材の使用、建設副産物リサイクルの推
進・徹底、環境にやさしい工法の検討・採用
環境に配慮した公共工事を実施するための指
針の検討・作成
廃棄物不法投棄の監視及び回収、クリーンア
ップ作戦の実施、違反広告物の除去・指導
公共交通機関の利用促進、ゴミの削減・分
別・リサイクルの推進、環境配慮へのPR
環境学習会の開催・実施、ラブリバー猪名
川・エコフェスタ等への参画、町広報・その
他印刷物による啓発
環境教育の実施、ゴミ処理施設見学の実施

環境学習施設の利用啓発

下水道の整備及び水洗化への切り替え促進の
PR
合併浄化槽補助制度のPR
水質検査の実施
太陽光発電設備設置への補助など

ふれあいバスの運行・実施、渋滞緩和施策の
推進

実　施　手　段

町町
防防
災災
総総
合合
訓訓
練練を

実
施
し
ま
す

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
日

で
す
。
ま
た
、
そ
の
日
を
含
む
８
月
30
日
（
金
）
〜
９
月
５
日
（
木
）

ま
で
を
「
防
災
週
間
」
と
し
て
、
貴
重
な
体
験
や
教
訓
を
風
化
さ
せ

な
い
よ
う
、
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
の
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
７
年
半
が
経
過
し
た
今
、
震
災
の
教
訓

を
い
つ
ま
で
も
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
万
一
の
災
害
に
備
え
る
た
め
、

町
防
災
総
合
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

８
月
30
日
（
金
）
午
前
10
時
〜
　
猪
名
川
中
学
校
で

この訓練は、大規模な地震や、風水害の

発生に備えて、防災関係機関の皆さんや、

住民の方々と一体となった、災害時の対応、

技術の向上と、防災関係機関相互の連携強

化を図るための訓練です。これらの訓練に

は、地元自治会の皆さんをはじめ、防災関

係機関などから、参加をいただく予定です。

より多くの方の訓練参加や見学をお待ちし

ております。いま一度、日頃の心構えなど

を再点検してみてください。

また、訓練時には、緊急車両がサイレン

を鳴らしたり、県の消防防災航空隊のヘリ

コプターが飛来しますのであらかじめご承

知おきください。

問い合わせは、総務課（�66ー8708）へ。

防災総合訓練に参加しよう

主な訓練内容


